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項目 内容

1.企業情報  業種：情報・通信
 事業概要：国内外におけるシステムインテグレーション事業、ネッ
トワークサービス等を提供

 事業規模[任意]：売上高2兆1,636億円（2018年4月1日
～2019年3月31日）

2.削減目標
案

＜Scope１・２の削減目標と削減に向けた取り組み＞
目標案：2030年に2016年比で60%削減
目標案：2050年にゼロエミッション
取組：自社データセンタおよびオフィスビルでの省エネ施策強化（運
用改善・設備改善の強化）、再生可能エネルギーの活用、EV推
進、働き方改革等
＜Scope３の削減目標と削減に向けた取り組み＞
目標案: 2030年に2016年比で55%削減
取組：サプライヤーとの連携による購入した製品・サービスの省エネ
化、働き方改革等
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項目 内容

3.基準年の
GHGインベ
ントリ[数値は
任意]

 Scope１・２・３の排出量の状況  SCOPE1：
13,117[tCO2
]

 SCOPE2：
365,429[tCO
2]

 SCOPE3：
2,289,985[tC
O2]

目標の対象セクター：
1、2、3、4、5、6、7、
11、12、13
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項目 内容

4.気候変動に
よるリスクと
機会の分析

参考：NTTデータグループサステナビリティレポート2019 P79
https://www.nttdata.com/jp/ja/sustainability/report/

5.削減目標設
定の背景・目
的・期待する
効果など

 「気候変動問題への対応」を中長期経営計画であるESG経営の重要
課題の一つとして位置づけ、温室効果ガス削減の長期目標の策定を計
画。1.5度目標への整合を表明できるように、SBT認定を目指している。

 SBT認定により、社会的に受け入れられた目標を目指すことで、お客様
や投資家等のステークホルダーからの要請に応え、サプライチェーンとの協
働を促進する効果を期待している。
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項目 内容

6.目標設定
のプロセスと
社内の議論

 気候変動に関する長期目標案をサステナビリティ担当およびファ
シリティ部門で検討、社内関連部署のコンセンサスを得た上で、
経営層による判断によりSBTイニシアチブへ提出予定。

 今後の課題に関しては、社内関連部署の協力の元、全社として
アクション検討を進める予定である。

7.今後の課
題

 再生可能エネルギーの活用
 Scope3の削減目標の達成のためのサプライヤーとの協働
 グローバルデータ収集の質の向上
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